
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「平成 27 年度全国学力・学習状況調査」報告書をご活用ください！ 

平成 27 年度全国学力・学習状況調査の結果が 8 月末に公表されました。香川県教育センターでは、その結

果を分析した報告書を作成し、各小・中学校等に送付するとともに、Web サイトで、その報告書と活用ツー

ルを掲載しています。自校の結果を分析する際の参考にして、今後の取組の改善に役立ててください。 

報告書の作成にあたっては、次の３点を工夫しています。 

・平成 19 年度以降のこれまでの調査で明らかになった本県の課題を、経年変化等で示しまとめています。

・レーダーチャートを用いて各種データを表示し、特に「児童生徒質問紙」ではカテゴリ別集計により、自

 校の全体傾向をとらえやすくしています。 

・次期学習指導要領のキーワードであるアクティブ・ラーニングについて特集ページを設け、「活用ツール」

によって自校のアクティブ・ラーニングに関する状況を把握できるようにしています。 

全体的な状況 

教科に関する調査結果については、小学校において、国語 A、国語 B、算数 B、理科の４調査区分で全国平均を上

回りましたが、算数 A において全国平均を下回りました。中学校において、国語 A、理科の調査区分で全国平均を上

回りましたが、国語 B、数学 B で全国平均を下回りました。 

児童生徒質問紙調査結果については、小・中学校ともに「自尊意識等」「学習意欲」「言語活動」に課題が見られま

した。 

 中学校 国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ 理科 

県(公立)平均正答率(％) 76.0 64.9 64.4 41.3 53.2

全国(公立)平均正答率(％) 75.8 65.8 64.4 41.6 53.0

県と全国の差(pt)  0.2 -0.9  0.0 -0.3  0.2

 

 小学校 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科 

県(公立)平均正答率(％) 72.3 69.5 74.3 47.0 62.3

全国(公立)平均正答率(％) 70.0 65.4 75.2 45.0 60.8

県と全国の差(pt)  2.3  4.1 -0.9  2.0  1.5
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 小学校 
自尊 

意識等 
規範 
意識 

学校 
生活 

学習 
意欲  

学習 
状況 

言語 
活動 

県(公立)得点(点) 3.26  3.59  3.31  3.23 3.46 2.89 

全国(公立)得点(点) 3.30  3.59  3.30  3.26 3.34 2.93 

県と全国の差(点) -0.04 0.00 0.01 -0.03 0.11 -0.04

 中学校 
自尊 

意識等 
規範 
意識 

学校 
生活 

学習 
意欲  

学習 
状況 

言語 
活動 

県(公立)得点(点) 3.02 3.59  3.16  2.91  3.11 2.70 

全国(公立)得点(点) 3.10 3.62  3.21  2.94  3.05 2.79 

県と全国の差(点) -0.08 -0.03  -0.06  -0.03 0.06 -0.09 
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＊端数処理のため 0.01 の誤差が生じることがあります ＊端数処理のため 0.01 の誤差が生じることがあります 
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【成果が見られた質問事項】 

「やり遂げてうれしかった」「話し合う活動をよく行った」の質問に対して肯定的に

回答している児童生徒の割合が、増加傾向にあります。 

【課題が見られた質問事項】 

「自分にはよいところがある」「発表が得意」「友達の意見を最後まで聞く」に対して

肯定的に回答している児童生徒の割合が、全国平均に比べて低い傾向があります。 

活用ツールを使うと、全国と香川県

の状況に加え、自校の状況を簡単にグ

ラフや表に表示することができます。

グラフは目盛の変更も可能です。 

 

活用ツールで自校の状況が

確認できます！ 質問紙に注目！！ 児童生徒質問紙調査結果では、香川県の特徴的な
傾向が見られました。 

【活用ツール表示例】 
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Series ２ アクティブ・ラーニングで学習意欲を高めるには？

Ｎ先生：子どもが「もっと知りたい」「みんなで解決し

たい」と能動的に学びたくなるためにはどの

ような課題を設定すればいいの? 
  
Ａ先生：子どもが深く考え、自ら解決したくなったり、

自然と友達との学び合いが生まれたりする

…、つまり、「主体的」「協働的」な学習にな

るような課題を設定することが大切だよ。 
  
Ｎ先生：その「主体的」 「協働的」 の２つの要件を満

たす課題を設定すれば、子どもたちの学習意

欲は高まるの？ 
  
Ａ先生：課題を設定することだけでなく、小集団での

学びや学び合う環境づくりが必要だよ。例え

ば、ペアで学習をしたり、３人以上のグルー

プで学習をしたり…。 
 
Ｎ先生：ペアやグループ学習には、それぞれどんな特

性があるの？ 
 
Ａ先生：ペア学習は、全ての子どもたちが学習に参画

し、気軽に話合いができるよね。グループ学

習では、より多くの意見を聞き、判断したり

新しい考えを導き出したりすることが期待で

きるよ。 

Ｎ先生：ペアやグループで学習するときは、机の配置

を工夫すると友達の顔がよく見え、より話し

やすくなるね。 
 

Ａ先生：そうだね。全体であればコの字型、小集団で

あれば机を向かい合わせ…、授業展開に合わ

せてアレンジしてみるといいよ。 
  
Ｎ先生：次の授業では、子どもたちの学びがより能動

的になるような授業展開を計画してみるよ。
 
Ａ先生：Ｎ先生、アクティ 

ブ・ラーニングが 

機能すれば、自分 

の存在感や共感的 

な人間関係も育ま 

れ、さらなる学習 

意欲の向上につな 

がると思うよ。 
 
（つづく） 

アクティブ・ラーニング ノ ススメ in かがわ 

□39 授業では、学級の友達（生徒）との間で話し合う

活動をよく行っていたと思いますか 【児童生徒質問紙】 
□４  ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったこと 

がありますか 【児童生徒質問紙】 
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「当てはまる」と回答 肯定的回答 

◆日時：平成 2８年２月１９日(金)12:30～16:25 

◆場所：香川県教育センター 

 
○アクティブ・ラーニングによる授業の質的転換に関する調査研究

○学校におけるタブレットＰＣの活用に関する調査研究 

○全国学力・学習状況調査及び香川県学習状況調査の結果分析 

研究発表（12:50～14:40） 

講師：田村 学 先生  文部科学省初等中等教育局 視学官 
 
演題：「未定」 （アクティブ・ラーニングに関する内容） 

講演（14:50～16:20） 

〈参加申込〉 

12 月上旬、教育センターWeb サイトに参加申込の方法などを掲載します。

香川県教育センター研究発表会 

Leaf.２「アクティブ・ラーニング ノ ススメ in かがわ」
を 10 月に配布しました。合わせてご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ĭ 不ႇ校ƴ関Ƣǔ相談ƕ増加Ტ昨࠰度比約 1.9 倍Უ 
不ႇ校ƭいƯ保護者や教員ƔǒƷ相談ƕ増えǇƠƨŵ保護

者ƴ対ƠƯƸ面談ư家庭ưƷ心構えやƔƔわǓ方Ǜ助言ƠŴ

子Ʋǋƴ対ƠƯƸȗȬイȫȸȠưƷ遊戯療法等Ǜ通ƠƯス

トȬスƷ軽減Ǜ図ƬƯいǇƢŵǇƨŴ教員ƴƸ保護者や子Ʋ

ǋƷ心Ʒ状態ƴ合わƤƨƔƔわǓ方Ǜ助言ƠƯいǇƢŵ 

ĭ いơǊƴ関Ƣǔコンサȫテȸシȧンƕ増加 
いơǊƴ関Ƣǔ問題Ʒ対応ƴƭいƯŴ教員ƔǒƷ相談ƕ増

えǇƠƨŵセンǿȸƷコンサȫテȸシȧンȫȸȠや学校ưƷ

事例検討会ӏび校内ƷいơǊ対策委員会ƴƓいƯŴ子ƲǋŴ

保護者Ŵ教職員ǁƷ支援体制ƮくǓǛ検討Ŵ助言ƠƯいǇƢŵ 

 

基本研修や職務研修等ưƓ招ƖƢǔ著ӸƳ講師Ʒ講演ǛŴ関係研修ƷӖ講Ʒ有無ƴƔƔわǒƣŴ希望ƴǑǓ

聴講ƢǔこƱƕưƖǇƢŵʻ࠰ƸこǕǇưƴŴ計ᲫᲬ６ӸƷ皆さǜƕ希望ư聴講ƠǇƠƨŵʻ後ǋ積極的ƴ参

加いƨƩƖŴ日頃Ʒ実践ƴ生ƔƠƯくƩさいŵ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

大津市教育委員会教育委員長

ưǋあǔ桶谷先生ƴƸŴいơǊƕ

作ǒǕƯいく過程やいơǊǛႆ

見ƠƴくくƳǔ要因等ƴƭいƯ

話ƠƯいƨƩƖǇƠƨŵ 

桶谷先生Ʒ体験ǋ交えƳƕǒŴ

報道さǕƯいƳい事件Ʒ背景や

経緯Ǜ聞くこƱƕưƖŴ組ጢ的ƴ

対応ƢǔこƱƷ大ЏさƕǑくЎ

ƔǓǇƠƨŵ 桶谷 守 先生 

＜参加者Ʒ感想＞ 

ž子Ʋǋƕ関わƬƨ事件Ʒ背景や経緯Ǜ知ǔこƱƕưƖŴ

ƲƷǑうƴ対応ƢǔǂƖƔǛ考えǔこƱƕưƖƨſ 

ž無料通信アȗȪưƷ実際ƷやǓӕǓǛ初ǊƯ見ƯŴ現代

ƷいơǊƷ構図や恐ǖƠさǛ実感Ơƨſ 

ž教員間ưƷコȟȥニǱȸシȧンやネットワȸǯǛ築く

こƱư大ƖƳ課題ƴǋ立ƪ向ƔƬƯいけǔƱ思Ƭƨſ 

 

諸富先生ƴƸŴȦȸȢアǛ交え

ƨ多くƷ演習Ǜ通ƠƯŴ人間関係

ƮくǓƷ考え方や具体的Ƴ方法

ƴƭいƯŴЎƔǓやƢく紹ʼƠƯ

いƨƩƖǇƠƨŵ 

Ӗ講者ƸŴ子Ʋǋや保護者Ŵӷ

僚ƱƷ人間関係Ʒ重要性Ǜ再認

識ƢǔƱƱǋƴŴ人間関係Ʒȗȭ

ưƳくƯƸƳǒƳいƱƷ意識Ǜ

高ǊǔこƱƕưƖǇƠƨŵ 諸富 祥彦 先生 

＜参加者Ʒ感想＞ 

ž不ႇ校Ʒ要因やǰȫȸȗ活動Ʒ注意点ƳƲŴ̒ 悩ǜưい

ǔこƱƴƭいƯŴ具体的ƴ教えƯいƨƩけƨſ 

ž生徒や保護者Ŵ教師間Ʒ人間関係ƮくǓƷȗȭƴƳǔこ

ƱƷ必要性ǛƱƯǋ感ơƨſ 

žǑǓǑい人間関係Ǜ築くƨǊƷ考え方や技法Ǜ体験Ơ

Ƴƕǒ楽Ơく学ƿこƱƕưƖƨſ 

教職࣭養護教諭࣭栄養教諭 10 ᖺ経験者研修    ８月６日㸦木㸧 

 ࠖ－ࡿものを考え生徒指導 －子ࠕ

京都教育大学教職キャリア高度化センタ࣮ 教授 桶谷 守 先生 

初任者研修、新規採用養護教諭࣭栄養教諭研修 ８月 「1 日㸦金㸧 

 ࠖࡾ関係づく࡞の元気もや親子ࠕ

明治大学文学部 教授 諸富 祥彦 先生 

希望参加の研修もࡈ活用くだࡉい 

所蔵資料等の紹 

 

 

教育センǿȸƷ玄関前Ʒ向ƔƬƯ右側ƴ彫刻ƕあǓǇƢŵ

こƷ彫刻ƸŴ男木島Ǜ拠点ƱƠƯ活躍ƠƯƓǒǕǔ彫刻家Ʒ

大島ǑƠƾǈ氏ƷžWル年ユȷOWſƱいう作品ưƢŵ作品Ӹư

あǔžWル年ユȷOWſƸžWル年ユᲢ風ᲣſƱžWル年ユOWᲢ窓Უſ

Ǜ合わƤƨ言葉ưƢŵ 

Ŵ香川県࠰成Წ

ƕǜ検診センǿȸƕ

開所Ơƨ際Ŵȭビȸ

ƷȢニȥȡントƱƠ

Ư制作ƠƯいƨƩい

ƨǋƷưŴ当センǿ

ȸ移転後Ŵ大島先生

ƴ 修 ጣ Ơ Ư い ƨ Ʃ

ƖŴ引Ɩ続Ɩ屋外ƴ

Ư展示ƠƯいǇƢŵ 

 

 
 
 
 
 
 

  公開講演 

  

 

ᖹ成 「7 ᖺ度上半期相談状況 

Wル年ユȷOW 
 

相談件数 1,71」 件( 9 月 」0 日現在 ) 

 不ႇ校

30ブ件分 18%

学校ȷ教師関係

233件分 1ブ%

Ơƭけȷ育Ư方

17ブ件分 10%

交Ӑ関係ȷ集団不適応

1ブプ件分 9%

進路ȷ適性

101件分 6%
家族関係

83件分 プ%

神経症ȷ精神疾患

60件分 ブ%

コンサȫテȸシȧン

ブ1件分 2%

健康ȷႆ育

36件分 2%

いơǊ

3ブ件分 2%

学業不振ȷ学習方法

2プ件分 1%

ネットトȩȖȫ

21件分 1%

教職員自身Ʒ悩ǈ

21件分 1%

そƷ他

ブ3プ件

2プ%



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

教育ライブラリーでは、次の 24 種の雑誌を定期購入しています。閲覧できる他、最新号を除いて貸出もし

ていますので、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職員の自主的研修や調査研究の場として、研修室を貸し出します。積極的にご利用ください。 

○貸 出 日   平日及び土曜日    ○使用料等    無料（光熱費・空調費含む） 

○貸出時間    ９時～16 時 30 分    ○貸出機器  スクリーン、プロジェクター 

○対象施設    一般研修室     ○駐 車 場  約 2５0 台駐車可 

申請方法 電話で予約の上、メール又は FAX で申し込んでください。詳しくはＷｅｂサイトをご覧ください。 
 

◆平成 28 年度に開催する研修会の予約受付について◆ 

使用日 予約受付開始日 

平成 28 年 4 月１日（金）～平成 29 年 3 月 31 日（金） 平成 28 年 3 月１日（火） 

 ※ただし、平成 28 年度の県大会規模以上の大会等の仮予約受付は別途相談  

国語教育、社会科教育、新しい算数研究、数学教育、理科の教育、英語教育、道徳教育、

授業力＆学級経営力、生活指導、生徒指導、教職研修、別冊教職研修、児童心理、総合教

育技術、初等教育資料、中等教育資料、教育委員会月報、日経パソコン、学校教育相談、

実践障害児教育、学校事務、高校教育、道徳と特別活動、学習情報研究 

研修室を貸し出します！ 

開室スケジュール 

教育ライブラリーに来てみませんか 

 教育センターでは、移転の機会に喫緊の課題などに対応できるよう施設設備を整えました。 

今回は、そのうちのＩＣＴ研修室と相談待合室及び相談室を紹介します。積極的にご利用ください。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

新しい施設を紹介します 

 ＩＣＴ機器の研修に特化した専用の部屋です。表計算ソ

フトやプレゼンテーションソフトの研修の他、授業におけ

るＩＣＴ機器（電子黒板やタブレットＰＣ、書画カメラ等）

の活用に関する研修にも対応できます。ぜひ、研修に参加

し、ご活用ください。 

＜設備の特徴＞ 

◇ ４２台のデスクトップパソコン 

◇ 各机に 22 インチセンターモニター 

◇ 大型の電子黒板      

◇ 23 台のタブレットＰＣ 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ研修室  
 相談に来られた方には、相談者

専用出入口と待合室があり、プラ

イバシーに配慮した対応ができま

す。遠慮なくご利用くださるよう

保護者等に周知ください。 

＜設備の特徴＞ 

◇ 相談待合室と３つの相談室 

◇ 子ども向けの本やテレビゲームなど＜待合室＞ 

◇ 箱庭（砂の箱と人形など）＜第２相談室＞ 

◇ 子どもの発達に合わせた３つのプレイルーム 

 

 

 

 

 

 

 

相談待合室と相談室 

第２相談室 相談待合室 
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